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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
熊本県立玉名高等学校附属中学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
（１）誠実さと奉仕の精神を持ち、高い志を掲げ、他者と協働して集団や社会に貢献できる 

生徒の育成 
（２）文武両道に励み、物事に屈しない強い確かな意志と逞しい精神力を身につけた生徒の 

育成 
（３）自ら模範となり主体的に学習や課題解決に取り組む豊かな知性と感性を備えた生徒の 

育成 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）教育スローガン 
  「健康・礼儀・努力・継続」～何事にも一生懸命頑張る玉高生・玉附生～ 
  健康：健やかな体、豊かな心（読書）、確かな学力 
  礼儀：礼に始まり礼に終わる（校門一礼）、挨拶、時間厳守、掃除、感謝 
  努力：努力に勝る天才はなし 目標達成、感動、笑顔 
  継続：継続は力なり 当たり前のことを当たり前に 
（２）教育目標の実現に向けて 
  テーマ：夢実現・未来への挑戦～Challenge Your Self-will～ 
  ア 玉名高等学校附属中学校の生徒としての基本的な生活習慣の確立 
  イ 教師の授業力向上及び個に応じた相談対応、学習指導及び進路指導  
  ウ 日頃からの職員間のコミュニケーションによる学校改革の推進 
  エ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かした、自主性、創造性、協調性及び奉仕の精

神などの育成 
  オ 地域・保護者との連携 
  カ 読書活動の推進等、言語環境の整備 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

 
 

 

学校の魅
力化 
 

 

併設型中高一貫
教育校としての
取組の充実 

生徒・職員・保
護者が、学校
の魅力につい
て明確に表現
できる教育実
践を重ねる。 

①教育実践の
内容と育てた
い資質・能力を
明確にして取
り組むことで、
生徒・職員の達
成感につなげ
る。 
②教育実践の
中で、学校の魅
力を具体的に
整理する。 

Ｂ 
 

【成果】 
生徒の姿と成長の
段階を共有しなが
ら、教育実践を行う
ことができた。 
日常的に高校生の
姿を間近に見たり、
行事を共に実施し
たりすることで、中
学生にとってよい
刺激となっている。 
【課題】 
中高で共通理解を
図る部分が限定的
であり、併設型中高
一貫教育校として
の在り方を更に考
えていく必要があ
る。 

業務改善
・働き方
改革 
 

 

直後プランの実
施と高校との連
携による計画的
な業務遂行 

見通しをもつ
ことにより、
情報共有・協
働しながら計
画的に業務遂
行し、業務削
減や効率化に
つなげる。 

①行事が終了
した時点で反
省・改善を行
い、次年度の計
画を立案する。 
②業務担当者
とその方法を
明確にし、高校
と情報共有し
ながら業務遂
行する。 

Ｂ 
 

【成果】 
中高での情報共有
を促進することで
計画的な業務遂行
や改善につながっ
ている。 
【課題】 
直後プランの実施
が限定的であった。
次年度を見据えた
意識をもつことで
働き方改革につな
げたい。 



 2 / 7 
 

学力  
向上 

 
 
 

質の高い
授業の工
夫と実践 
 
 

将来の学びに通
じる授業の実践 

質の高い授業
を実感できる
生徒が９割以
上にする。 

①先取り学習、
高校職員によ
る講座、探究活
動や模擬試験、
検定等の充実
に取り組む。 
②ＩＣＴ機器
を効果的に活
用した授業改
善と個に応じ
た教材開発に
取り組む。 
③ＲＳＴの結
果に基づき振
り返りを行い、
読解力の向上
を図る。 

Ａ 【成果】 
日々の教科の授業 
や総合的な学習の 
時間、教科の専門 
性を発揮した講座 
等の取組を行い、98
％の生徒が工夫さ
れた質の高い授業
が行われていると
実感している。 
【課題】 
学期ごとのＲＳＴ
の振り返りを充実
させ、更に読解力を
向上させていく必
要がある。 

個に応じ
た学習指
導の工夫
改善 
 
 

一人一人に達成
感のある学習指
導の実践 

一人一人に応
じた学習指導
を実感できる
生徒が９割以
上にする。 

英語・数学では
習熟度に応じ
た展開授業を
取り入れるこ
とで、個に応じ
たきめ細かな
指導を行う。 

Ａ 【成果】 
ノート添削など各 
生徒への丁寧な指 
導を行い、生徒の 
９割近くが一人一 
人に応じた学習指 
導を実感すること 
ができた。  
【課題】  
今年度も職員不足 
等教員側の事情に 
より、数学や英語 
の習熟度別授業を 
十分に行うことが 
できなかった。  

中高一
貫教育 
 
 

 

中高６年
間を見通
した教育
活動の充
実 
 

 

中高連携の充実
と協働 

生徒の現状と
高校のグラデ
ュエーション
ポリシーを踏
まえた指導体
制の充実を図
る。 

①単元配列表
を作成し、中高
における学び
の連続性を踏
まえた教科指
導を実践する。 
②中高職員に
よる職員研修
を複数回実施
し、６年間の指
導体制をブラ
ッシュアップ
する。 

Ｂ 【成果】 
併設型中高一貫教
育について全職員
が考えるための職
員研修を年４回計
画的に実施するこ
とができた。 
【課題】 
次年度に向けた計
画までとなり、指導
体制の具体的実践
には至らなかった。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

 
 
 

将来の夢
や生き方
を考える
機会の充
実 
 
 

自身の未来像を
描き大学や職業
について考える
機会の充実 

学活や道徳、
総合的な学習
の時間等、将
来の夢や人と
しての生き方
を考える機会
を適切に設け
られていると
実感する生徒
を９割以上に
する。 

①中高合同で
職業別講話な
どの進路講演
会を実施する。 
②ＲＳＴと学
推調査の考察
を行い、研修会
を開き生徒に
フィードバッ
クする。 

Ｂ 【成果】 
中高合同の職業別
講話を実施できた。
具体的数値目標を
達成することがで
きた。 
【課題】 
ＲＳＴの分析はよ
り多面的に継続し
て分析する必要が
ある。 
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生徒  
指導 

 
 
 

礼儀を大
切にし、
自主的・
自律的に
判断・行
動できる
生徒の育
成 
 
 

様々な教育活動
において自主・
自律を育む指導
の実践 

生活リズム、
挨拶や言葉遣
い、時間厳守、
交通安全、自
転車の二重ロ
ック、公共マ
ナーなどの指
導をとおして
、自主的・自律
的な言動を確
立させる。 

①朝の健康観
察を行い、健康
の大切さを理
解させる。 
②学級活動や
全校集会等を
とおして、礼儀
や規範意識に
ついて考えさ
せる。 
③スマホ等の
使用ルールに
ついてのアン
ケートをもと
に、全体と個人
の振り返りを
行う。 

Ｂ 【成果】 
学年団で確実に健
康観察ができてい
た。二重ロックや公
共マナー等、機会を
見つけて指導し「自
律」の意識を高めて
いる。 
【課題】 
大きな問題にはな
っていないが、まだ
まだスマホ等の使
用ルールは徹底で
きていない。今後も
継続した指導が必
要である。 

生徒会・
部活動等
の活性化 
 
 

生徒会や委員会
活動、部活動を
とおした主体性
の育成 

生 徒 が 主 体
的、計画的に
取り組む生徒
会活動を確立
させ、愛され
る玉附を目指
す。 

①生徒会活動
や委員会活動
の機会を精選
し、内容の充実
を図る。 
②計画をもと
に、学習と部活
動の両立が図
れるようにす
る。 

Ａ 
 

【成果】 
生徒会活動、部活動
ともに、教師の関わ
り方も適切であり、
好成績を残すこと
ができた。 
【課題】 
学習と部活動の両
立に関しては、学習
課題の提出に課題
がある。 

人権 
教育の 
推進 

 
 
 

自他とも
に大切に
する人権
意識の涵
養 
 

 

差別や偏見に気
づきその背景を
理解しようとす
る態度の育成 

道徳や学活な
どを通して、
適切な人権教
育が行われて
いると感じる
生徒の割合を
９割以上にす
る。 

①道徳での取
組、学級旗製
作、人権標語の
作成、人権集会
の実施など、生
徒が自他の人
権について考
える機会を設
ける。 
②各教科の授
業においても
人権教育に関
する内容に触
れ、人権意識の
涵養を図る。 

Ｂ 【成果】 
具体的目標は生徒
の回答が97.6％で
達成することがで
きた。 
人権集会も計画的
に実施することが
できた。 
【課題】 
人権教育に関する
授業を当初の計画
通りに実施できな
いこともあったた
め、学活の時間の確
保が必要である。 

「命を大
切にする
心」を育
む教育の
充実 
 
 

命の大切さに気
づき、自他の命
を大切にしよう
とする態度の育
成 

命の大切さに
気づかせる場
面の設定と学
びを深める返
し を 実 践 す
る。 

①緊急時の対
応について、自
助と共助双方
の学びを行う。 
②ＳＯＳミニ
レターなどＳ
ＯＳを発信で
きる環境を整
備する。 

Ｂ 【成果】 
避難訓練を行い、緊
急時の行動につい
て学習することが
できた。 
【課題】 
去年よりも学校評
価アンケートの数
値は若干下がった
ため、命の大切さに
気づかせる場面を
より明確に設定す
る必要がある。 
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いじめ
の防止

等 
 
 
 

いじめの
未然防止
と早期発
見 
 

 

いじめの本質に
気づき、いじめ
のない学級・学
校づくりに貢献
できる意識の涵
養 

生徒一人一人
について理解
を深め、職員
で情報共有を
図る。 
心のアンケー
ト等の実施と
適切な対応を
徹底する。 

①日常の生徒
観察、スコラ手
帳等を利用し
た「生徒の小さ
な変化や兆し」
への目配り気
配りを行う。 
②心のアンケ
ートや教育相
談をとおして
生徒の状況を
細かく掌握す
る。 
③学級旗製作
や人権ボラン
ティア委員会
の活動をとお
して、「いじめ
を許さない集
団づくり」を行
う。 
④スクールサ
インや相談窓
口の周知を行
う。 

Ｂ 【成果】 
担任や部活動顧問
が生徒とよく関わ
れており、何かあっ
てもすぐに対応が
できていた。またア
ンケートをもとに
生徒の状況を常に
把握することがで
きた。 
【課題】 
いじめの対応も迅
速にでき、解消・見
守りができたが、未
然防止に更に努め
なくてはならない
ことを感じている。 
スクールサインは、
説明後に各クラス
で登録を行い、しっ
かり周知できた。 

特別支
援教育 

 
 
 

教育相談
と一人一
人に応じ
た支援の
充実 
 

 

生徒理解を深め
、個別の支援等
の実践 

生徒理解につ
いて情報を共
有し、個別の
支援体制の確
立と実践を行
う。 

①引継事項等
に基づき、特別
な支援を要す
る生徒を把握
し、職員間で情
報共有を行う。
また、高校とも
連携を図り合
理的な配慮に
ついての見識
を広げる。 
②教育相談等
で生徒の困り
感を把握する
とともに解決
に向けた支援
委員会を実施
する。 
③不登校や別
室登校等に応
じた支援につ
いてＳＣを含
めた会議を学
期に１回行う。 

Ｂ 【成果】 
中学職員会議での
共通理解。健康保健
部会や生徒支援委
員会での高校との
連携を行うことが
できた。 
教育相談やＳＣを
含めた不登校の対
策会議を実施し、不
登校の改善や予防
に努めた。数名不登
校の改善が見られ
た。 
【課題】 
不登校の人数や20
日以上欠席してい
る生徒は増えてい
る。今後も対策対応
が必要である。 
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学校保

健・学

校安全 
 
 

 

安全な学
校づくり
及び自ら
健康で安
全な生活
を実践で
きる生徒
の育成 

安全な学習環境
の確保と健康的
な教育活動の支
援 

学習環境の整
備により、ケ
ガや事故等を
未然に防止す
る。 
心身の健康に
ついて生徒自
らが気づき・
考え・行動す
る力を養う。 

①定期環境衛
生検査や日常
点検を行う。 
②ハミガキや
爪等の健康課
題について委
員会が中心と
なって対策を
考え行動する。 
③ストレス対
処教育などを
実践し、良好な
対人関係の構
築を図る。 

Ｂ 【成果】 
ストレス対処教育
を大学職員やＳＣ
を講師として、実施
できた。アンケート
結果で、困った時に
相談すると答えた
生徒が35%から55.1
%に増えた。 
【課題】 
健康課題について
保健委員が中心と
なって呼びかけた。
しかし、習慣化まで
至っていない。 

環境 

教育 

 

 

 

環境につ
いて気づ
き・考え
・行動が
できる生
徒の育成 
 

 

省エネや環境保
全に自主的に取
り組む態度の育
成 

生徒自身で教
室の環境整備
に取り組み、
環境ボランテ
ィア活動やリ
サイクル活動
を企画・実践
できる。 

①生徒会が主
体となり、ＳＤ
Ｇｓを意識し
た学校版環境
ＩＳＯや服の
チカラプロジ
ェクトやコン
タクトレンズ
のケース回収
活動などのボ
ランティアに
も取り組む。 
②美化コンク
ールの振り返
りを通して環
境への意識を
高める。 
③花壇コンク
ールなどを通
して環境につ
いて考え、実践
する力を養う。 

Ａ 【成果】 
生徒会執行部を中
心とした「服のチカ
ラプロジェクト」や
「コンタクトレン
ズのケース回収」の
ボランティア活動
を実施し、昨年以上
の成果があった。ま
た環境委員の美化
チェック、花壇コン
クールを実施する
ことでＳＤＧｓや
学校版環境ＩＳＯ
への意識づけがで
きた。 
【課題】 
ボランティアへの
参加人数は多いが、
全員参加というわ
けではない。 

情報 

教育 

 

 

 

情報リテ
ラシーの
涵養 
 
 

将来にわたって
有用な情報活用
能力の育成 

高校と連携を
図りながら、
各学期１回以
上の情報モラ
ル講演会等を
計画・実施す
る。 

①技術家庭で
の基礎的な学
びをはじめと
し、他教科や総
合的な学習の
時間でＩＣＴ
活用を推進す
る。 
②授業や講演
会などで学ん
だ情報モラル
に関する知識
を家庭でも共
有できるよう、
ワークシート
の工夫やホー
ムページでの
発信を行う。 

Ｂ 【成果】 
情報モラル講演会
については、高校と
一緒に行うことが
できた。ＩＣＴ活用
や情報モラル教育
については各教科
での指導もあり、保
護者の評価も昨年
度より10ポイント
以上増加している。 
【課題】 
学校での取組が保
護者に伝わってい
るようではあるが、
積極的な情報発信
ができていない。 

読書 

指導 

 

 

 

読書によ
る豊かな
感性の育
成 
 
 

読書に親しみ、
豊かな感性と幅
広い知識を身に
付ける。 

読書の充実及
び図書館利用
に肯定感を持
つ生徒を９割
以上にする。 

①図書委員会
の活動内容を
充実させ、その
推進を図る。 
②図書館終礼
や図書館だよ
りの発行によ
り読書活動に
関する啓発を

Ａ 【成果】 
93％超の生徒が読
書指導や図書館の
充実が図られてい
ると回答している。
図書委員が選出し
た「本の福袋」や図
書館終礼によって
貸出率の向上につ
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行う。 
③読書感想文・
感想画の取組
や各教科での
読書紹介など
の取組を行う。 
④平均一人15
冊以上の貸出
を目指す。 

なげた。読書感想文
・読書感想画に全員
で取り組み、多くの
生徒が入選した。  
【課題】 
図書館改修中のた
め、貸出本の制限が
あるが、生徒が希望
する本を多く準備
し、要望に応えてい
く。 

地域連

携（コ

ミュニ

ティ・

スクー

ルな

ど） 

 

 

 

保護者や
育友会と
の連携 
 

 

各種の通信・学
校ＨＰ、授業参
観等を通した保
護者との連携 

学校との連携
に肯定感を持
つ保護者を９
割 以 上 に す
る。 

①学級通信の
発行のほか、Ｈ
Ｐの「附属中ブ
ログ」で常に情
報発信を行う。 
②授業参観、三
者面談等を実
施することに
より、学校の取
組や生徒の様
子を保護者に
伝える機会を
つくる。 

Ａ 【成果】 
95.7%の保護者が学
校との連携に肯定
感を持っていると
回答した。情報発信
や個別面談等時機
を捉えた対応がで
きた。 
【課題】 
公開授業期間に、よ
り多くの保護者に
来校してもう工夫
が必要である。 

開かれた
学校づく
り 
 

 

関係機関との連
携 

総合型コミュ
ニティー・ス
クールをはじ
め、様々な関
係機関との連
携により、本
校の魅力化等
に向けての検
討を重ねる。 

年間２回以上、
学校運営協議
会を開催し、各
委員から幅広
く意見を伺い、
学校運営に生
かす。 

Ｂ 【成果】 
職場体験やボラン
ティア活動などを
実施し、生徒の姿を
地域に示すことが
できた。 
【課題】 
学校運営協議会に
おいて意見を伺う
機会に工夫が必要
であった。 

 
４ 学校関係者評価 
・全日制、定時制、附属中学校の連携した学校経営は有効である。今後も学校の在り方について
継続して考え続けてほしい。 

・日常的に高校生の姿を見ながら中学生が学ぶ環境であることは貴重である。中学生の発達段階
に応じながら６年間を見据えた指導を今後も期待している。 

・生徒の活動については、随時発信をお願いしたい。ただし、部活動等、勝利主義にならないよ
うにお願いしたい。 

・アンケートの「本校に入学してよかった」の項目では、生徒・保護者共に肯定的回答が年々増
加しているのは素晴らしいが、否定的回答の理由を探る必要がある。 

 
５ 総合評価 
 令和６年度の本校教育スローガンは『「健康・礼儀・努力・継続」～何事にも一生懸命頑張る
玉附生～』とした。 
 今年度の学校評価表における各項目（１８項目）の評価は、Ａ：６項目、Ｂ：１２項目、Ｃ：
０項目、Ｄ：０項目という結果であった。また、１２月に実施した生徒・保護者・職員の学校評
価アンケート及び２月に実施した学校評価関係者評価においては概ね高い評価を得ることがで
きた。今後も教育目標の実現に向けて、テーマである「夢実現・未来への挑戦」をキーワードに
併設型中高一貫教育校として様々な教育実践に努めていきたい。 
 過年度に比べ、学校評価における生徒・保護者の満足度は高い傾向にある。昨年度、新型コロ
ナウイルス感染症が５類に移行してから教育活動が制約のない形態で実施できたことから、今
年度は更に安心して多くの工夫や挑戦ができるようになったことが要因として考えられる。 
 アンケートの「本校に入学してよかった」の項目で肯定的な回答をしている生徒が９７.１％、
保護者が９７.６％と概ね高い評価を得ているが、１００％ではないことを真摯に捉え、今後の
教育活動に努めていきたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 「いじめの未然防止と早期発見」について、生徒の１０.６％、保護者の１２.９％がやや否定
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的な評価をしているのに対し、職員全員が概ね目標を達成できたと肯定的な評価をしている。 
この認識の差を真摯に受け止め、これまでの取組と認識の差を分析し、日常の教育実践の中でヒ
ントとなるものを得ながら、改善に努めていく。その際、「人権教育の推進」については生徒の 
９７.６％、保護者の９５.１％が肯定的な評価をしていることや、生徒の９７.６％、保護者の
９８.７％が安心して様々な教育活動に挑戦することができる工夫がなされていると評価してい
ることも含めながら考え、生徒が安心・安全な学校生活を送ることができるよう具体的な実践を
強化していく必要がある。 
 また、「中高６年間を見通した教育活動の充実」について、概ね目標を達成できたと回答した
のは中学校職員の８１.８％、高校職員の７７.１％にとどまった。昨年度の中高一貫教育に関す
る職員研修では共通理解を図り、今年度は指導体制を可視化し整理を行った。次年度以降は連携
した指導体制の構築と具体的実践をより進めていく。 

 


